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研究の背景及び目的

自発分極は極性結晶の持つ物質固有の温度に依存する性質であることが知ら
れています。ところが、一軸性強誘電体の硫酸グリシンの単結晶に長時間に
亘り電場を印加することで、自発分極の値を一時的に変えることができ、そ
の効果は電場の向きや大きさ、温度に依存することなどを明らかにしてきま
した。強誘電体結晶は電場をかけられた温度と電場の強さ（あるいは印加時
間）を覚えていると言えます。この効果のメカニズムの解明に向けた研究と
、記憶素子やセンサーなど応用への模索を行っています。

期待される効果・応用分野

自発分極を小さくできるので圧電係数を自由に改変できるかもしれません。圧電には履歴がある
ので印加電圧を０にしても自発ひずみは０にはなりませんが、この効果により自発ひずみを０に
できる可能性があります。
・この効果は双極子の運動が妨げられているためと考えているので、エントロピーが下がり熱容
量が小さくなることが期待されます。
・双極子の運動が妨げられているので印加時間に応じて誘電率（屈折率）が変化します。このこ
とを利用したアナログメモリー素子を作ることができるかもしれません。
・電圧を印加した温度を材料が覚えているので、温度トラッカー素子として利用できるかもしれ
ません。
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